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ex1）カカオが健康に良い！という論文を探したい⇒「 health cacao 」と検索窓に入力

※キーワードは短く、単語と単語の間にスペースを入れる

注意：学外からアクセスする場合は、図書館HP「情報検索リンク」から入ること！

在宅でも日獣大LAN内と同様の環境で使うことができます

するとキーワードに関連した論文が出てきます

検索された中から “Health Benefits of Methylxanthines in Cacao and Chocolate”

という論文を見てみましょう、論文タイトルをクリックし論文詳細へ！



☆論文の詳細はこう解読します☆

ページの右側に表示されるアイコンをクリックしてみよう！

その論文が掲載されたページに飛ぶことができます。

※Full Text Link は、論文が全文表示されます

雑誌によって様式は異なりますが、刊行された巻号ごとに目次があ

るのが基本です。

アイコンの中に「日獣大」のアイコンがあれば要チェック！

クリックすると本学用のページに飛ぶことができます。

※日獣大LAN内で利用中or図書館HP「情報検索リンク」から利用中

であれば契約中のジャーナルのリンクが表示されスムーズに全文が

閲覧できます。

Nutrients . 2013 Oct 18 ; 5(10) : 4159-73 . doi: 10.3390/nu5104159

Health Benefits of Methyxantines in Cacao and Chocolate

Rafael Frabco , Ainhoa Oñatibia-Astibia , Eva Martínez-Pinilla

※上記の情報は、それぞれ下記を表しています。慣れましょう！

掲載誌 . 掲載された年月日 ; 巻（号） : ページ . doi（後述）

論文タイトル

論文著者（最初にあるのが筆頭著者）



☆「日獣大アイコン」をクリックすると

全文のPDFが閲覧できる場合、PDFへのリンクが表示されます。

「PDF」の文字を探し、クリックしてご利用ください。

注意：論文検索をしていく過程で、リンクボタンをクリックして、

パスワード等の入力を求められた場合、

そこから先は有料もしくはアカウント登録が必要になります。

【 論文豆知識：doiとは 】

doi：digital object identifier の略で、論文の識別子。

論文を検索したり閲覧したりしていると、必ずそっと表示されています。

１論文につき１つ付与され、その論文のリンク先が微妙に変ってしまっても、

お使いのブラウザの URL 欄に https://doi.org/(その論文の doi コード）と

入力すると、必ずオンライン上でたどりつけます。

リンク切れの心配不要！ 重要な論文の doi はどこかに保存しておこう！



⇒冒頭の検索から ex2）論題”Impact of Chocolate on the Cardiovascular Health“

日獣大アイコン発見！ クリックすると、論文詳細に飛ぶことができます。

☆さきほどの「論文の情報解読」をやってみましょう☆

Front Biosci (Landmark Ed) . 2018 Jan 1;23:852-864. doi: 10.2741/4620. 

Impact of Chocolate on the Cardiovascular Health

Maria Alessandra Gammone, Konstantinos Efthymakis , Francesca Romana Pluchinotta , Sonia

 Bergante , Guido Tettamanti , Graziano Riccioni , Nicolantonio D'Orazio

著者名、掲載巻号等、わかりましたか？ doi  もありますね!



⇒日獣大アイコンのリンク先を見てみると

残念！

この論文は日獣大図書館の閲覧契約の

範囲内ではオンラインで全文の閲覧が

できないことがわかりました。

その下の「Step.1 日本獣医生命科学大学の蔵書を探す」というのは、

「日獣大図書館が講読・所蔵している中で探す」という意味です。

オンラインでなく、紙媒体の雑誌です。検索して発見できたら、図書館に GO！

「Step.2 他機関に文献複写を依頼する（有料）」というのは、

他大学の図書館などからコピーを送ってもらう「相互貸借」というサービスを

利用するということです。複写料と郵送料がかかります。

図書館ホームページの「マイライブラリ」から依頼するか、図書館に行って

依頼するかです。わからなかったら、図書館でご説明します。

更なる検索オプションとして「Google Scholar」や「CiNii Articles」「IRDB」

なども表示されます。チャレンジしてみましょう。


